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発
展
途
上
国
は
、
小
さ
な
都
市
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ
ら
の
国
で
で
き
る
浄
化
施
設
。
そ
れ
は
自
然
の
仕
組
み
の
活
用 

２
０
０
６
年
か
ら
沖
縄
で
、
国
際
研
修
に
協
力
し
て
き
た
。
沖
縄
は
暖
か
く
、
生
物
活
性
が
良
い
。 

生物が活躍するなら、緩速ろ過池の砂層内部は汚れない。
砂層の上で、生物が活躍している。 



 雨水の比重は小さい。島国では雨水は比重が小さく、淡水レンズ現象は普通。
海岸近くの地下水は浅い所に淡水が。深い地下水は、比重の関係で水が動かな
い。酸素不足になってしまう。地球科学の知識が必要だ。 

酸
素
不
足
の
水
な
ら
、
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の
が
当
然
。 

こ
の
施
設
を
設
計
し
た
コ
ン
サ
ル
は
酸
素
不
足
の
水
と
い
う
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。 

南米の北部、ガイアナの海岸近くに地下水を水源とする緩速ろ過池を JICA の無償援助

で完成した。写真を見たら、茶色。鉄バクテリアだ。酸素不足の水が空気に触れたのだ。 



 自然の仕組みを活用するなら、自分らでも、浄化装置をつくれると。
喜んでくれた。 

J
IC

A

研
修
で
、
ガ
イ
ア
ナ
の
研
修
生
に
浄
化
モ
デ
ル
で
教
え
た
ら
、
早
速
、
自
分
ら
で
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
く
れ
た
。 

上田市は生物処理の緩速ろ過で飲み水をつくっていた。でも、緩速ろ過は生物群集
が活躍して浄化するというのを、知らなかった。生物が嫌がる殺藻剤、凝集剤を使
っていたので、上田市の水道水が不味くなった。水源が悪くなったと誤解していた。
浄化の仕組みを誤解していた。 

ガ
イ
ア
ナ
の
研
修
生
は
、
カ
リ
ブ
諸
国
の
人
に
、
沖
縄
で
の
研
修
が
良
い
と
宣
伝
し
て
く
れ
、

多
く
の
人
が
参
加
し
た
。 



 

顕
微
鏡
で
見
な
い
と
気
づ
か
な
い
生
物
が
、
水
の
浄
化
で
活
躍
し
て
い
る
。 

隆起サンゴ礁の島。石灰岩層を通過するなら硬度が高い水。この水にいろいろな
物質が溶けている。地下水に酸素があるか無いかが、水質に大きく関係する。 

自
分
ら
で
、
自
然
の
仕
組
み
を
再
現
し
て
み
る
。 

日本は、発展途上国の人のためにと JICA 研修をしている。私が教える事は、
その国の人に役立つと思ってくれるようにと、教えてきた。身近な自然の仕組
みの活用で水が浄化できる事を教え、納得してもらうようにと教えてきた。 



 

雨
水
利
用
タ
ン
ク
で
、
粗
ろ
過
、
砂
ろ
過
、
ろ
過
水
槽
を
つ
く
り
、
共
同
水
栓
で

村
人
に
給
水
し
た
。 

フ
ィ
ジ
ー
の
国
家
事
業
：
全
て
の
村
落
の
住
民
に
安
全
な
水
を
。
そ
れ
に
協
力
し
た
。 

中本は、年２回、１月間という短期派遣で４年間。フィジー中の村に、浄化装置を

建設するのに、協力した。JICA沖縄で教えた考えの技術が、フィジー中に普及し

た。自分らで、何とかしようと考えて、実行すること。その事業を応援した。 

研修生の一人が、沖縄でドローンを購入した。ドローンで、空から見ると、
いろいろな事に気づく。ドローンは新しい便利な道具だ。 



 

バ
ケ
ツ
モ
デ
ル
。
こ
れ
な
ら
、
自
分
ら
で
も
で
き
る
と
ホ
ク
ホ
ク
。 

JICA 研修中、沖縄本島北部から南部への、水道原水を送水する管の破損事故。
広域水道は、問題だと実感した。やはり、小規模、分散で、何とかするという仕
組みが必要だ。 

沖縄は本土と環境が違う。暖かい。生物活性が良い。それなら生物群集の活

躍を賢く応用するのが良い。モデルで、皆に仕組みを教えた。 

２
０
２
５
年
11
月
も
沖
縄
で
教
え
た
。
研
修
生
は
喜
ん
で
く
れ
た
。 



 
宮古島は、一年中、上田より暖かい。生物活性が良い。
生物処理には向いている。調べさせてもらった。 

沖
縄
と
本
土
は
気
候
が
違
う
。
生
物
活
性
が
良
い
の
は
沖
縄
。 

こ
ん
な
大
き
な
水
道
管
。
事
故
が
あ
っ
た
ら
、
直
ぐ
に
修
復
で
き
る
の
か
な
。 

沖縄本島の南部は、人口が密集している。断水が頻発していたので、古い家の屋
根には、大きな貯水槽があるのが普通だった。約 3 日間分の容量だ。 

モノレールから修復完了がもう少しの首里城が見えた。 



 
緩速ろ過は、単に、細かな砂でのろ過と誤解していた。生物群集の活躍が
浄化の鍵。そこで生物浄化法と言い出した。 

２
０
０
４
年
に
解
説
ビ
デ
オ
を
作
成
し
た
。
２
０
０
７
年

に
、
英
語
の
字
幕
入
り
に
し
た
。 

殺藻剤添加を止めた袖山浄水場のろ過池には、藻が大量に繁殖していた。 

藻
に
付
着
し
て
い
た
白
い
結
晶
。
お
酢
を
滴
下
す

る
と
気
泡
が
生
じ
、
結
晶
は
無
く
な
っ
た
。 



 その後、多層の粗ろ過槽を、下から上に流す上向流粗ろ過の実験を繰り返した。 

黄
色
の
沈
殿
槽
は
、
上
田
市
の
中
本
の
自
宅
の
野
沢
菜
の
漬
物
樽
を
転
用
。 

１
９
８
０
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
で
、
下
降
流
と
上
向
流
で
実
験
を
し
た
。 

2006 年から始めた JICA 研修では、上向流粗ろ過を、必ず教えた。 
バケツモデルで、仕組みを納得してもらった。 



 岡山の瀬野さんは、岡山県津山市の民間の水道組合を応援し、上向流粗ろ過と砂ろ過で、

村落の人でも維持できる施設を建設した。岡山の瀬野さん、三田さん、保屋野さんらが、

緩速ろ過を研究していた中本を誘って NPO を立ち上げ、活動を始めた。 

地
方
水
道
を
救
う
た
め
に
は
と
、N

P
O

地
域
水
道
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。 

日
本
の
地
方
水
道
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
水
道
は
お
か
し
い
と
言
い
出
し
た
。 

上向流粗ろ過の濁りの捕捉と分解は、

生物群集の活躍だった。 

スイスのウェゲリンは、1988 年のロンドン

会議で過去の粗ろ過を整理して発表。その後、

国際共同調査をし、粗ろ過指針を発表した。 



 
２０２６年１0 月下旬の岡山県新見市での NPO セミナーに参加し、

自分らでも改良できる仕組みのノウハウを確かめてもらいたい。 

岡山の三田さんも、新見市の簡易水道施設を、上向流粗ろ過、砂ろ過を改良し、
上向流粗ろ過の効果を検証した。その結果を、NPO セミナーで発表した。 

10 
月 
下 
旬  
 ２

０
２
６
年
10
月
下
旬
に
、N

P
O

セ
ミ
を
新
見
市
で
開
催
す
る
。 

生
物
群
集
の
活
躍
に
よ
る
浄
化
。
そ
の
唯
一
の
解
説
本
。 


